
ミラノ・コルティナ2026冬季大会

2026.1.17　→4.26　
札幌オリンピックミュージアム
【展示会場】1階ウィンタースポーツシアター前スペースおよび特別展示コーナー

［主催］札幌オリンピックミュージアム（SOM）
［共催］公益財団法人日本オリンピック委員会、公益財団法人日本パラスポーツ協会日本パラリンピック委員会
［後援］札幌市、札幌市教育委員会
［協力］日本新聞博物館

in SOM

Sat Sun



2026.1.17　→4.26　

【展示会場】1階ウィンタースポーツシアター前スペースおよび特別展示コーナー
〒064-0958　北海道札幌市中央区宮の森1274番地　TEL（011）641－8585

■交通案内■
地下鉄東西線「円山公園」駅下車後、円山バスターミナルから路線バス「くらまる号」に
乗車し約15分、「大倉山ジャンプ競技場」到着。
※バスの運行詳細は JR 北海道バスHP をご確認ください。

■利用案内■
開館時間 /９：30～ 17：00
入館料 /大人 670円、中学生以下無料、65歳以上の方は500円　　　　　　　　　　　　
駐車場 /大型車15台、普通車113台収容（駐車料金は無料）

https://sapporo-olympicmuseum.jp

MILANO CORTINA 2026

CORTINA D’AMPEZZO1956

札幌オリンピックミュージアム2025年度特別展示会
ミラノ・コルティナ2026冬季大会TEAM JAPAN WINTER FEST in SOM

2026年 2月から3月にかけて、イタリアのミラノ及びコルティナ・ダンペッツォの２都市を舞台に、冬季オリンピック・
パラリンピックが開催されることを記念して、札幌オリンピックミュージアムでは日本オリンピックミュージアムと連動した
特別展示会を開催いたします。
イタリア初のオリンピック・コルティナ1956大会から、70年。
ーそこで、待望の日本人初となる冬季オリンピックメダリストが誕生。
そして、1976年にスウェーデン・エンシェルツヴィークで第１回冬季パラリンピックが開催されてから、50年。
さらに、フィギュアスケートで日本人が初めて金メダルを獲得したトリノ2006大会から、20年。
この記念すべき節目の年に、現在と過去、そして未来をつなぐ冬季スポーツの魅力を、ぜひ会場でご体感ください。

コルティナ1956大会の歴史と
日本人初の冬季オリンピックメダリスト・猪谷千春氏を知る！

ミラノ・コルティナ2026大会注目ポイントを深掘り！

ミラノ・コルティナ2026大会新規採用競技・種目を解説！

大会後は選手使用ユニフォームやアイテムを追加展示！
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2 コルティナ1956大会
アルペンスキー・回転２位 猪谷千春選手　銀メダル
（所蔵：秩父宮記念スポーツ博物館 ) 

▲（参考）北京2022大会報道写真展当時の様子ミラノ・コルティナ2026大会　公式ポスター
（所蔵：札幌オリンピックミュージアム）
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【猪谷千春選手 銀メダルの展示期間】
●札幌オリンピックミュージアム
2026年１月17日（土）～４月19日（日）
※日本オリンピックミュージアムと巡回展示を
　いたします。


